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半溶融加工に関する実験的研究一第15報-

- 繊維強化複合材料の製造および加工に関する検討 ･1-
ExperimemtalStudyonMetalForminginMashyState･15thReport

- InvestigationintoProductionandWorkingofFiberReinforcedMetal･1-
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1. は じ め に

半溶融状態にある合金材料は,他にみられない種々の

特性を有しており,例えば,変形抵抗の大幅な低下,変

形能の向上,接合性 ･分離性 ･獲拝性 ･混合性の誘起な

どがある.筆者らは,合金材料の半溶融状態におけるこ

のような諸特性を有効に利用した各種複合材料の製造な

らびに加工プロセスの開発について一連の研究を推進し

ている.既報では,1)2)粒子強化複合材料(PRM)の製造･

加工プロセスならびに金属材料の素材表面にPRM を接

合させる粒子強化積層複合材料 (PRCM)の製造 ･加工

プロセスなどについて報告している.

本報では,繊維強化複合材料3)(以下FRM と呼ぶ)の

製造 ･加工プロセスの開発を試み,粉末冶金的手法と半

溶融鍛造法ならびに半溶融押し出し法を組み合わせた短

繊維強化複合材料の半溶融製造 ･加工プロセスについて

検討したので,その結果について報告する.

2.本プロセスの特徴

本研究で開発した半溶融加工法による一方向短繊維強

【 訂 盛 一 飯 酪

化複合材料の製造 ･加工プロセスは次の2段階から構成

されており,その内容および特徴は次のとおりである.

(1) 数 100程度のアスペクト比をもつ短繊維を粘性

スラリー中に均一に分散させ,マトリックス粉と均一に

混合したのちに,この粘性スラリー混合物を押し出し法

あるいは特殊延伸法により棒状に延伸させつつ短繊維を

一方向に整列させたFRM素材を作成する予成形プロセ

ス.

(2) 上記の方法で得られたFRM素材を半溶融温度

域に加熱し,マトリックス材の半溶融状態 (溶湯の場合

も含む)における特性を利用することにより,繊維の損

傷を軽減させつつ一方向に整列させた繊維の配向性を乱

すことなく,半溶融鍛造法 ･半溶融押し出し法 ･半溶融

圧延法にどにより低加圧力 ･高加工率で所要の製品を製

造するプロセス.

本研究で検討した半溶融加工による一方向短繊維強化

複合材料の製造 ･加工プロセスの概要を図1に示す.

半溶融押出し加工 半溶融鍛造 FRM素材 図2 ビレット製造用金型

図1 一方向短繊維強化複合材料の半溶融製造ならびに加工プロセスの概要
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